
救いの完成を目指す 

「死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあなたにいのちの冠を与える。」 

—黙示録 2：10 

 

1. 救いの本質 

 

① 救いの本質は神との交わりの回復 

・ 霊的・肉体的な死、恐れや病気の原因は罪による神との断裂 

・ 十字架の赦しにより、神との関係が回復し、神に属する命が流れてくる。 

（神の属する全てのもの：命・解放・癒し、愛・喜び・平安等の霊の実） 

 

② 救いとは、「救い、癒し、解放」を包括するもの（赦しだけではない） 

・ ギリシア語で SOZO：「救い、癒し、解放」という意味。 

・ 新約聖書に 110回使われている。 

「『この方の衣に触れさえすれば、私は救われる』と心のうちで考えたからで

ある。22イエスは振り向いて、彼女を見て言われた。『娘よ、しっかりしなさ

い。あなたの信仰があなたを救ったのです。』すると、その時から彼女は癒や

された。」（マタイ 9：21〜22） 

＊救い・癒し、同じギリシア語が用いられている。 

 

2. 救いのプロセス：救いを得る＞保つ＞完成する 

 

① 救いを得る（義認）：義と認められて、新しく生まれ変わる。＊霊の救い 

② 救いを保つ（聖化）：聖なる者へと変えられていく。＊魂の救い 

③ 救いの完成（栄化）：罪から完全に解放され、栄光の体に変えられる。＊体の救い 

＊全てのプロセスは、恵みと信仰によって進んでいく（一方的ではない） 

 

3. 救いを得る 

「この恵みのゆえに、あなたがたは信仰によって救われたのです。それはあなたがたか

ら出たことではなく、神の賜物です。行いによるのではありません。だれも誇ることの

ないためです」（エペソ 2：8〜9） 

 

① 恵みと信仰によって救いを得る 

・ 救いは、恵みと信仰による 



・ 「救われた」過去形で表現されており、既に起きた救いについて述べている。 

・ イエスを信じた時点で、全ての人に与えられる。（行いではなく、信仰のみ） 

・ 切り離して説明する全ての聖句は、救いを「得る」ことについて述べている。 

 

② 先に救いを与えた目的 

「実に、私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリスト・イエスにあ

って造られたのです。」（2：10） 

・ 良い行いによって歩める存在へ造り変えること 

・ 救われた後の歩みが不完全でも、恵みによって保つ事ができる。 

 

4. 救いを保つ 

 

① 福音のことばをしっかりと保つ 

「また、もしあなたがたがよく考えもしないで信じたのでないなら、私の宣べ伝え

たこの福音のことばをしっかりと保っていれば、この福音によって救われるのです。

そうでなければ、あなたがたが信じたことは無駄になってしまいます。」（第一コリ

ント 15：2） 

・ 福音のことばを保たなければ、信じて救いを得たことも無駄になる。 

 

② 罪から離れ、聖く生きる 

「肉の行ないは明白であって、次のようなものです。不品行、汚れ、好色、20 偶

像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、憤り、党派心、分裂、分派、21 ねたみ、酩

酊、遊興、そういった類のものです。前にもあらかじめ言ったように、私は今もあ

なたがたにあらかじめ言っておきます。こんなことをしている者たちが神の国を相

続することはありません。」（ガラ 5：19~21） 

・ ほとんどのパウロ書簡で、この類の警告が念を押して述べられている。 

 

③ 進んで罪に留まり続けるなら、罪のための生け贄は残されない。 

「もし私たちが、真理の知識を受けた後、進んで罪にとどまり続けるなら、もはや

罪のきよめのためにはいけにえは残されておらず、 27ただ、さばきと、逆らう者

たちを焼き尽くす激しい火を、恐れながら待つしかありません。 

・ 初代キリスト教徒がよく引用した箇所： 

＊例外なく、救われた人が救いを失う事だと理解されていた。 

 

④ 真の信仰と行いは切り離す事は出来ない 



「私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても、その人に行いがないな

ら、何の役に立つでしょうか。そのような信仰がその人を救うことができるでしょ

うか。・・信仰も行いが伴わないなら、それだけでは死んだものです。」（ヤコブ 2：

14〜17） 

・ 信者は死んだ信仰ではなく、生きた信仰によって救われたのだから、 

当然、その信仰を保つことが求められる。 

・  

⑤ 救いの公式：恵み＋信仰の保持は、良い行いを通して、救いの完成に至る 

・ 良い行いは、恵みが信仰を通して、外側に現れたもの。 

・ 救いは神の一方的な働きではなく、信仰による応答を伴う共同作業である。 

 

5. 救いの完成 

 

A) 栄光のからだを与えられる 

「20 けれども、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救

い主としておいでになるのを、私たちは待ち望んでいます。21 キリストは、万物

をご自身に従わせることのできる御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自身

の栄光のからだと同じ姿に変えてくださるのです。」（ピリピ 3：20〜21） 

・ 主の再臨の時に、復活のキリストと同じ姿に変えられる 

 

B) 死に対する完全な勝利 

「聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな、眠ることに

なるのではなく変えられるのです。 52終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬

のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変え

られるのです。 53朽ちるものは、必ず朽ちないものを着なければならず、死ぬも

のは、必ず不死を着なければならないからです。54 しかし、朽ちるものが朽ちな

いものを着、死ぬものが不死を着るとき、「死は勝利にのまれた」としるされてい

る、みことばが実現します。」（第一コリント 15：51〜54） 

・ 朽ちることのない不死の体を着る。 

・ 罪を犯す事がなくなる。義の性質が永遠に確定する。 

 

6. 救い保たせ、完成させる神の恵み 

 

① 聖霊の働きによる 

「私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡のように主の栄光を映しつつ、栄光



から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられていきます。これはまさに、御霊な

る主の働きによるのです。」（第二コリント 3：18） 

・ 聖く生きるための力は、自分ではなく、聖霊の働きによる。 

・ 恵みには「心に与える聖なる影響力」という意味もある。 

 

② 恵みを受け取るための条件 

「ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。あな

たがたのからだを、神に喜ばれる、聖なる生きたささげ物として献げなさい。それ

こそ、あなたがたにふさわしい礼拝です。2この世と調子を合わせてはいけません。

むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい。そうすれば、神の

みこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に喜ばれ、完全であるのかを見分

けるようになります。」（ローマ 12：1〜2） 

・ 神に自分を捧げる：罪を楽しんでいる状態では、聖霊の力は働かない 

・ 心（考え方）を変える：＊偽りを信じていると、恵み働かない 

・ ポルノ中毒を克服した Dさんの話。 

 

③ 罪の告白：告白すれば、全ての不義から清められる： 

「もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を

赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます。」（第一ヨハネ 1：9） 

 

④ 大祭司イエスの執り成し 

「したがってイエスは、いつも生きていて、彼らのためにとりなしをしておられる

ので、ご自分によって神に近づく人々を完全に救うことがおできになります。」（ヘ

ブル 7：25） 

 

「主はあなたに告げられた。人よ、何が良いことなのか、主があなたに何を求め

ておられるのかを。それは、ただ公正を行い、誠実を愛し、へりくだって、あな

たの神とともに歩むことではないか。」（ミカ 6：8） 

 

 

5. 参考記事と文献 

 

① TRUE ARK 

・ 永遠の保証：一度救われた後に、救いを失うことはありますか？ 

 

https://true-ark.com/eternal-security-1/


② その他のサイト・文献 

・ デイヴィッド・ベルソー「初代キリスト教徒は語る: 初代教会に照らして見た

今日の福音主義教会」 

・ ダン・デュバル「恵みの領域」（リーハイバレー・ジャパニーズ・ミニストリーズ、

オンラインコース） 

https://lvjm.teachable.com/p/417759

